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月

法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
大
坂
講

二
四
六

山

本

博

子

は

じ
め
に

近
年
ま

で
の
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
研
究
は
、
霊
沢
の

『円
光
大

師
御
遺
跡
廿
五
箇
所
案
内
記
』
(以
下

『案
内
記
』
と
略
)

の
み
を
史
料

と
し
て
解
明
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ぼ
、
伊
藤
唯
真
博
士
は

「近
世
に
お

け
る
法
然
上
人
遺
跡
巡
拝
に
つ
い
て
」
の
論
文
に
お
い
て
、
『案
内
記
』

の
序

の
記
述
か
ら
、
「霊
場
二
十
五
箇
所
の
選
定
自
体
は
霊
沢
自
身
が

行
な

っ
た
」
「案
内
記
を

つ
く

っ
て
、
巡
拝
の
催
し
を
勧
め
、
霊
場
巡
拝

普
及
の
端
を
な
し
た
功
績
は
、
ひ
と
り
霊
沢
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
」
と
す
る
。
(
1
)

し
か
し
、
筆
者
は
二
十
五
霊
場
の
濫
觴
が
、
延
享

四
年

(
一
七
四
七
)
以
前
に
成
立
の
大
坂
の

「円
光
大
師
廿
五
所
廻
」

(以
下

「廿
五
所
廻
」
と
略
)
で
あ
る
と
す
る
新
た
な
見
解
を
示
し
た
。
(
2
)

本

稿
で
は

『案
内
記
』
を
精
査
し
直
し
、
詠
歌
額

・
札
所
標
石

・
道
標
な

ど
の
遺
物

に
よ
り
、
遺
跡
二
十
五
箇
所
の
札
所
選
定
や
巡
拝
の
普
及
と

発
展
に
大
き
く
関
与
し
た
大
坂
講
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
札
所
及
び
番

付

の
選
定

霊
沢
は

『案
内
記
』
で
、
久
美
浜
本
願
寺

の
詳
細
な
道
順
や
縁
起
、

詠
歌
額

な
ど

の
存
在

を
記
し

て
い
る
が
、

「
番
外
、
廿
ば
ん
京

の

せ
い
ぐ
わ
ん
じ

と
か
わ
る
」
げ
ん
く
わ
い

に
せ
し
も
・
大
坂
こ
ら
し
ゆ

ゑ

ん

ほ

う

ゆ

へ
、

は

ぶ

き

く

れ

よ

と

あ

り

し

ま
ゝ

、

ぜ

ひ

な

く

、

ぼ
ん
ぐ
ミ
に
除
ぬ
。
作
者
が
心
に
あ
ら
ず
」
と
す
る
。
霊
沢
が
本
願
寺

を
札
所
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
「第
廿
番
」

「発
起
沙
門
岸
誉
」
(
3
)

の
文

字
を
含
む
詠
歌
額
が
現
存
す
る
こ
と
で
分
か
る
。
ま
た
、
黒
谷
青
龍
寺

も

「番
外

の
第

一
ぼ
ん
」
「我
宗
根
本

の
れ
い
ち
な
れ
バ
、
か
な
ら
ず

じ

ゆ
ん

は

い
あ

る

べ
し

」

と

し

な

が

ら

も

、

「当

山
を

ぼ

ん

ぐ
わ

い

に
せ

し

ハ
、

作

者

の

本

意

に

あ

ら

ず

」

と

す

る
。

ま

た
、

「
か

う

や

山

を

ぼ
ん
ぐ
わ
い
に
せ
し
事

ハ
、
此
作
者
到
彼
岸
が

こ
ゝ
ろ
ざ
し
に
そ
む
け

ど
も
、
女
人
け

つ
か
い
の
所
ゆ

へ
大
坂

の
こ
う
し
ゆ
の
ね
が
い
に
て
は

ぶ
き
し
」
と
し
、
青
龍
寺
や
高
野
山
が
大
坂
講
衆
の
意
向
に
よ
り
番
外

と
な

っ
た
こ
と
を
吐
露
す
る
。
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札
所
番
付
に
関
し
て
も
、
凡
例
で
は

「か
つ
て
に
じ
ゆ
ん
ぎ
や
く
を

い
わ
ず
、
ま
わ
る
べ
し
」
と
す
る
が
、
⑳
誓
願
寺

(数
字
は
札
所
番
付
、

以
下
同

じ
)

か

ら
、

「廿

二
ぼ

ん

の
浄

花

ゐ
ん

へ
行

が
、

じ

ゆ
ん

路

な

り
」

(遍
)

(
巡

拝

)

(順
)

と
し
、
⑳
勝
林
院
の
次
に

「百
万

へ
ん

へ
し
ゆ
ん
は
い
す
る
か
、
し
ゆ

ん
路
な
り
」
と
す
る
な
ど
、
霊
沢
が
考
え
た
番
付
は
2
1清
浄
花
院
↓
2
2

勝
林
院

↓
2
3知
恩
寺

の
順
と
な
る
。
霊
沢
の
意
図
と
異
な
っ
た
の
は
、

「大

坂

の

こ
う

し
ゆ

の
お

も

ふ

ハ
、

四

か

の
御

ほ

ん
ざ

ん

ハ
し
だ

い
に

一

所
に
ま
わ
り
其
ぼ
ん
の
内

へ
よ
じ
を
ま
せ
が
た
し
と
い
ふ
。
そ
れ
ゆ
へ

こ

ゝ

〔誓

願

寺

〕

よ

り

お

は
ら

へ
行

ミ
ち

ゆ

き

も

ど

り

大

成

ら

う

は
ん

な

り

。

じ

ゆ

ん

れ

い

ゑ

い

か

も

し

だ

い
ふ

と

う

に

な

り

し
。

た

だ

、

ぞ
く

の
こ
ゝ
う
に
し
た
が
ふ
」
と
記
す
よ
う
に
、
大
坂
講
衆
の
意
向
に

従

い
、

四
箇
本
山

(
2
2知恩
寺

・
2
3清
浄
花
院

・
2
4金
戒
光
明
寺

・
2
5知
恩

院
)
を
続
け
て
巡
る
よ
う
に
し
た
た
め
、
前
も
っ
て
決
め
て
い
た
番
付

と
詠
歌

が
矛
盾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
⑩
香
久
山
法
然

寺
の
詠
歌
額
に
も
見
ら
れ
る
。
「第
十
番
」
「廿
五
霊
場
巡
拝
発
起
沙
門

到
彼
岸

(霊
沢
印
)」
な
ど
と
刻
む
が
、
番
付
の

「十
」
の
文
字

の
下
の

「
一

」

の
文
字
を
削

っ
た
痕
跡
が
あ
る
。
し
か
も
、
『案
内
記
』

に
は
、

⑨
当
麻
寺
奥
院
の
項
に
、
「是
よ
り
第
十

一
番
、
か
く
や
ま
は
う
ね
ん
じ

へ
ま
い
る
が
、
じ
ゆ
ん
路
也
」
と
あ
り
、
詠
歌
額
の
痕
跡
と

『案
内
記
』

の
記
述

が
。一
致
す
る
。
こ
れ
は
札
所
が
⑩
香
久
山
法
然
寺
⑪
龍
松
院
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
矛
盾
し
た
記
述
が
抹
消
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、
霊

沢
が
最
初
に
考
え
て
い
た
札
所
を
知
り
得
る

一
例
で
あ
る
。

法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
大
坂
講

(山

本
)

こ
の
よ
う
に

『案
内
記
』
に
示
す
札
所
や
番
付
は
、
霊
沢
独
自
の
選

定
で
は
な
く
、
大
坂
講
衆

の
意
向
が
強
く
反
映
し
て
お
り
、
少
な
く
と

も
霊
沢
が
最
初
に
決
め
た
札
所
や
番
付
と
は
相
違
す
る
。
た
だ
、
札
所

や
番
付

は
、
霊

沢

が

『
案

内
記
』

の
序

で
い
う

「
せ
ん

じ
ゆ
の

ど
う
ぎ
や
う
に
ん
に
、
あ
な
い
せ
ん
と
、

一
小
冊
」
を
作
る
前

に
、
大

坂
講
衆
の
意
向
で
訂
正
し
た
場
合
と
、
「
一
小
冊
」
に
記
さ
れ
た
札
所
に

基
づ
き
巡
拝
し
た
後
、
大
坂
講
衆
の
意
向
で
訂
正
し
た
も
の
が

『案
内

記
』
に
示
す
も
の
で
あ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
確
定
す
る
史
料
を

持
た
な
い
。

二
、
大

坂
講

の
活
動

大
坂
講
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
梅
溪

昇
博
士
の

「法
然
遺

跡
寺
院
と
し
て
の
如
来
院
の
活
動
」
(
4
)

の
論
文

で
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
重
複
し
な
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

A
詠
歌
額
を
掛
け
る
。
①
誕
生
寺

・
②
讃

岐
法
然
寺

・
⑯
光
明
寺

・

⑰
二
尊
院
に
は
、
無
紀
年
の
大
坂
講
中
の
詠
歌
額
が
現
存
す
る
。

B
札
所
標
石

・
道
標
の
建
立
。
建
立
の
最

も
早
い
も
の
は
、
⑩
香
久

山
法
然
寺
の
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
九
月

の
札
所
標
石
で
、
弘
化

二
年

(
一
八
四
五
)
十

一
月

の
香
久
山
法
然
寺

の
道
標

(桜
井
市
玉
列
神

社
)
ま
で
、
無
紀
年

の
も
の
を
含
め
二
十
余
基

が
確
認
で
き
、
霊
場
巡

拝
初
期
か
ら
大
坂
講
が
数
多
く
の
札
所
標
石
や
道
標
を
建
立
し
た
こ
と

が
分
か
る
。

二
四
七
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法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
大
坂
講

(山

本
)

C
遺

跡
再
興
の
た
め
の
捨
財
寄
付
。
③
十
輪
寺
の
御
影
堂
前
に
、
「大

師
自
画

賛
寳
瓶
影
」
「寄
進
大
坂
構
中
」
と
刻
む
無
紀
年
の
碑
が
あ
る
。

『十
輪
寺
歴
代
記
』
(十
輪
寺
蔵
)
の
第
二
十

一
世
安
空
東
益

の
後
に
入

寺
し
た
圭
道
良
迪

(万
治
三
年

〔
一
六
六
〇
〕
～
天
和
三
年

〔
一
六
八
三
〕

在
住
)
の
項
に
、
寺
中
七
箇
院
と
香
衣
の
争
論
に
よ
る
坊
舎
破
壊
、
宝

物

・
諸

記
録
紛
失

の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
、
『案
内
記
』
に
も
御
影
の

記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『案
内
記
』
作
成
当
時
に
は
御
影
は
な
か
っ
た

の
か
も

し
れ
な

い
。
第
三
十
三
世
見
空
律
賢

(明
和
二
年

〔
一
七
六
五
〕

～
安
永
六
年

〔
一
七
七
七
〕
在
住
)
の
項
に
、
「御
影
堂
宮
殿
再
興
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
御
影
寄
進
の
時
期
は
明
和
二
年
以
降
と
も
考
え
ら
れ
る
。

D
図

書
の
出
版
。
大
坂
本
屋
仲
間

の
記
録

で
あ
る

『
開
板
御
願
書

控
』

に

よ
る
と
、
(
5
)

宝
暦
十
四
年

(
一
七
六
四
)
三
月
に

「諸
国
順
拝

二
十
五

箇
所
」、
同
年
六
月
に

「諸
国
順
拝
廿
五
ケ
所
/
元
祖
円
光
大

師
御
遺

跡
詠
哥
」
の
願
書
が
出
さ
れ
、
と
く
に
同
年
十
二
月

(明
和
元

年
)
に
は
、
『案
内
記
』
に

「行
脚
発
起
助
縁
講
頭
蓮
衆
」
と
し
て
名
前

が
出
る
亀

屋
浄
正

・
助
松
屋
道
喜
作
の

「諸
国
順
拝
廿
五
ヶ
所
道
中
記
」

の
願
書

が
、
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛
を
開
板
人
と
し
て
出
さ
れ
る
。
翌
明
和

二
年

(
一
七
六
五
)
九
月
に
は
、
助
松
屋
道
喜
作
の

「諸
国
順
拝
廿
五
ヶ

所
道
中
記
」
(以
下

「道
中
記
」
と
略
)
の
願
書
が
、
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

(病
気
に

つ
き
、
代
理
と
し
て
同
伊
兵
衛
)
を
開
板
人
と
し
て
出
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
同
時
に
、
泉
州
堺
の
岸
誉

(霊
沢
)
作

の

「浄
土

元
祖
恵
成
大
師
御
遺
跡
巡
拝
案
内
記
」
の
願
書
が
本
屋
又
兵
衛
を
開
板

二
四
八

人
と
し
て
出
さ
れ
た
た
め
、
本
屋
行
司
は
、
両
本
を
類
書
と
み
な
し
、

助
松
屋
道
喜

の
も
の
は
縁
起

の
入
ら
な
い
小
冊

の
道
中
記
と
し
て
、
霊

沢

の
も
の
は
大
冊
の
道
中
記
と
し
て
開
板
を
認
め
た
。
助
松
屋
道
喜
作

「道
中
記
」

の
そ
の
後
の
経
緯

は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
改
正
の

「板
木
総
目
録
株
帳
」、
(
6
)

文
化
九
年

(
一
八
一
二
)

改
正
の

「板
木
総
目
録
株
帳
」、
(
7
)

明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
以
前
作
成

の

「書
籍
分
類
目
録
」
に
、
(
8
)

そ
の
書
名
が
見
ら
れ

る
の
で
、
お
そ
ら
く
出

版
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
管
見
に
触
れ
な
い
。

E

『案
内
記
』
の
2
1勝
林
院
の
項
に

「講
衆
宿
坊
普
賢
院
」
と
あ
る
。

巡
拝
講

の
宿

の
記
述
は
こ
の
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
大
坂
講
に
は
他
に

も
指
定
の
宿
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

三
、
大

坂
講

の
組
織

大
坂
講

の
組
織
を
解
明
す
る
史
料
は
皆
無
に
近
い
。
た
だ
、
2
2知
恩

寺
札
所
標
石
に
は

「発
願
人
/
亀
屋
浄
正
/
助
松
屋
道
喜
」
と
、
2
4金

戒
光
明
寺
札
所
標
石
に
は

「大
坂
発
願
人
/
亀
屋
浄
正
/
助
松
屋
道
喜
」

と
あ
る
。
ま
た
、
2
1勝
林
院
道
標
に
は

「大

坂
巡
拝
講
」
「講
元
/
浄

正
/
道
喜
」
と
あ
り
、
⑦

一
心
寺
札
所
標
石
に
は

「元
祖
巡
拝

大
坂
講

中
」
「講
元
/
亀
屋
浄
正
/
助
松
屋
道
喜
」
と
あ
る
。
知
恩
寺

・
金
戒

光
明
寺

の

「発
願
人
」
を
札
所
標
石
建
立
の
発
願
者
と
す
る
の
か
、
廿

五
箇
所
巡
拝

の
発
願
者

で
、
か
つ
札
所
標
石

の
建
立
者
と
す
る
か
は

軽
々
に
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
九
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月
の
⑩
香
久
山
法
然
寺
札
所
標
石
に

「大
坂
講
中
」
と
あ
る
の
で
、
こ

の
時
期

に
は
巡
拝
講
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
明
和

四
年

(
一
七
六
七
)
の
①
誕
生
寺
札
所
標
石
に
は
、
講
元
を
決
定
し
て

い
な
か

っ
た
た
め
か
、
道
喜
を

「世
話
人
」
と
表
記
し
て
い
る
。
明
和

五
年

(
一
七
六
八
)
の
2
1勝
林
院
の
道
標
以
降
、
安
永
四
年

(
一七
七
五
)

の
⑦

一
心
寺

の
札
所
標
石
ま
で
は
、
明
ら
か
に
亀
屋
浄
正

・
助
松
屋
道

喜
を
講
元
と
す
る
大
坂
講

の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
2
4金
戒

光
明
寺
札
所
標
石
に
は

「世
話
人
中
」
と
し
て
十
三
名
の
名
前
を
刻
む

こ
と
か
ら
、
大
坂
講
は
か
な
り
大
き
な
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

無
紀
年

の
2
2知
恩
寺
札
所
標
石
に
は

「大
坂
東
組
講
」、
文
化
六
年

(
一
八
〇
九
)
の
⑤
勝
尾
寺
二
階
堂
の
灯
籠
に
は

「大
坂
南
講
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
の
で
、
巡
拝
開
始
か
ら
約
五
十
年
後
に
は
、
大
坂
講

の
組
織

が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
化
八
年

(
一
八

一
一
)
の

⑪
東
大
寺
勧
進
所

(龍
松
院
)
の
札
所
標
石
以
降

で
大
坂
講

の
名
称
が

確
認
で
き
る
の
は
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
十

一
月
の
⑩
香
久
山
法
然

寺
の
道
標
だ
け
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
大
坂
講
は
巡
拝
開
始
か
ら
約

八
十
年

以
上
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
札
所

標
石

・
道
標
に
刻
ま
れ
る
名
前
に
は
、
霊
沢
の
名
は

一
切
な
く
、
『案
内

記
』
に
記
す
亀
屋
浄
正
と
助
松
屋
道
以
外
の

「行
脚
発
起
助
縁
講
頭
蓮

衆
」
の
名
も
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
「行
脚
発
起
助
縁
講
頭
蓮
衆
」

が
大
坂
講
で
あ
る
と
す
る
梅
溪
博
士
の
考
え
方
は
、
(
9
)

見
直
さ
な
け
れ
ぼ

な
ら
な

い
こ
と
と
な
る
。

法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
大
坂
講

(山

本
)

大
坂
講
の
講
元
と
な
っ
た
亀
屋
浄
正
と
助
松
屋
道
喜
の
人
物
像
に
つ

い
て

は
、

す

で
に
梅

溪

博

士

が
推

定

し

て

い

る
。
(
1
0
)

と

こ
ろ

が

、

両

名

の

住
所
を

『案
内
記
』
で
は
靱
と
す
る
が
、
『
開
板
御
願
書
控
』
で
は
、
(
1
1
)

亀
屋
浄
正
は
京
町
堀
、
助
松
屋
道
喜
は
新
天
満
町
と
、
よ
り
詳
細
な
住

所
を
示
す
。
さ
ら
に
③
十
輪
寺

の
御
影
堂
前

に
あ
る
大
坂
講
寄
進
の

「大
師
自
画
賛
寳
瓶
影
」
の
碑
石
台
座
裏
面
に
は
、
「構
頭
大
坂
/
助
松

屋
與
兵
衛
/
法
名

道
喜
/
同

亀
屋
三
良
右
衛
門
/
法
名

浄
正
」

と
あ
り
、
両
名
の
俗
名
が
確
定
で
き
る
。
助
松
屋
與
兵
衛
に
関
し
て
は
、

寛
政
十

一
年

(
一
七
九
九
)
の

「手
形
便
覧
」
(
1
2
)

に
名
前
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
両
替
商
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
2
4黒
谷
金
戒
光
明
寺

に
刻
む
大
坂
講
の
世
話
人
十
三
名

の
中
で
は
、
大
和
屋
勘
兵
衛
は
文
化

三
年

(
一
八
〇
六
)
の
酒
蔵
高

の
二
千
石
に
、
丹
波
屋
平
右
衛
門
は
同

じ
く

一
千
石
と
し
て
名
が
見
え
る
。
(
1
3
)

と
も
か
く
有
力
な
大
坂
商
人
が
講

衆
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四
、
大

坂
講

と
霊

沢

大
阪
下
寺
町
の
源
聖
寺
に
は
、
「大
坂
/
円
光
大
師
廿
五
箇
所
」
「第

十
八
番

源
聖
寺
」
「施
主
/
亀
屋
三
良
右

ヱ
門
/
助
松
屋
與
兵
衛
」

と
刻
む
無
紀
年

の
札
所
標
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
延
享
四
年

(
一
七
四
七
)

以
前
の
成
立

の

「廿
五
所
廻
」
の
札
所
標
石
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、

施
主
名
は
霊
沢
と
遺
跡
二
十
五
箇
所
を
巡
拝

し
た
浄
正

・
道
喜

の
俗
名

と
同
じ
で
あ
る
。
「廿
五
所
廻
」
は

『
大
坂
寺
社
順
拝
記
』
(明
和
九
年

二
四
九
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法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
大
坂
講

(山

本
)

〔
一
七
七

二
〕
序
)

に

お

い
て

は

、

「円

光

大

師

廿

五

形

」

と
表

現

さ

れ
、

遺
跡
二
十
五
箇
所
を
モ
デ
ル
と
し
た

〈う

つ
し
霊
場
〉
に
変
化
す
る
が
、
(
1
4
)

既
存

の

「廿
五
所
廻
」
を

〈う

つ
し
霊
場
〉
に
変
化
さ
せ
得
た

の
は
、

「廿
五
所
廻
」
に
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
亀
屋
三
良
右
衛
門

・
助
松
屋

與
兵
衛

で
あ
る
と
考
え
る
。
霊
沢
は

『案
内
記
』
の
序
の
凡
例
で
、
「御

ゆ

い
せ

き
、

廿

五

か

所

に

ハ
か

ぎ

ら

ね

ど
、

か

の
れ

う

ご

ん

き

や

う

の

廿
五
ゑ
ん
づ
う
と
、
い
ふ
こ
と
に
な
ぞ
ら

へ
、
あ
ま
た
の
中
よ
り
ゑ
ら

ミ
い
だ
し
ぬ
」
と
し
、
あ
た
か
も
自
ら
が
二
十
五
箇
所
の
札
所
を
選
ん

だ
よ
う
に
記
す
が
、
実
際
に

『案
内
記
』
に
示
す
札
所
及
び
番
外

の
合

計
数
は
五
十
を
超
え
る
。
亀
屋
三
良
右
衛
門
と
助
松
屋
與
兵
衛
は
、
霊

沢

の
遺
跡
巡
拝
の
発
願
に
援
助
を
求
め
ら
れ
、
巡
拝
に
賛
同
し
な
が
ら

も
、
す

で
に
大
坂
に
あ
る

「廿
五
所
廻
」
と
の
整
合
性
を
求
め
る
が
故

に
、
新
設

の
札
所
を
二
十
五
に
限
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
と
思
わ
れ

る
。
法
然

の
遺
跡
巡
拝
を
計
画
し
た

の
は
、
師
の
廓
誉
の
遺
志
を
継
い

で
遺
跡
巡
拝
を
願
っ
て
い
た
霊
沢
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
遺
跡
巡
拝
を
計

画
す
る
過
程
で
、
経
済
的
援
助
を
得
る
た
め
に
も
、
す
で
に
大
坂
に
あ

る

「廿
五
所
廻
」
に
関
与
し
て
い
た
亀
屋
三
良
右
衛
門
や
助
松
屋
與
兵

衛
を
誘
い
、
法
然
の
遺
跡
巡
拝
を
要
請
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

当
初
霊
沢
が
計
画
し
た
法
然

の
遺
跡
の
巡
拝
は
、
二
十
五
箇
所
に
限
定

し
て
い
な

か
っ
た
が
、
巡
拝
を
継
続
し
、
霊
場
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た

め
に
は
、
在
俗
信
者
を
取
り
込
む
必
要
性
か
ら
、
大
坂
講
衆
の
意
見
を

大
き
く
取
り
入
れ
、
最
終
的
に

『案
内
記
』
に
示
す
二
十
五
の
札
所
と

二
五
〇

な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
遺
跡
二
十
五
箇
所

の
札
所
及
び
番
付

の
選
定
は
、
霊
沢
独
自

の
も
の
で
は
な
く
、
大
坂
講
の
意
向
が
大
き
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
大
坂
講
は
遺
跡
二
十
五
箇
所

の
巡
拝

の
発
展
の
た
め
に
、
霊
沢

が

『案
内
記
』
を
出
版
す
る
以
前
か
ら
、
詠
歌
本

・
道
中
記
の
出
版
を

企
て
、
札
所
寺
院

へ
の
法
然
の
御
影
の
寄
進
や
、
札
所
標
石

・
道
標
の

建
立
、
詠
歌
額
を
掛
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
。
大
坂
講
は

『案
内
記
』
に
記
す
僧
俗
か
ら
な
る

「行
脚
発
起
助
縁

講
頭
蓮
衆
」
の
講
衆
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
亀
屋
浄
正

(三
良
右
衛
門
)
・

助
松
屋
道
喜

(與
兵
衛
)
を
講
頭
と
す
る
大
坂
商
人
を
中
心
と
す
る
大

き
な
組
織

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

1

『仏
教
文
化
研
究
』
第
二
〇
号
三
～
四
頁
、
昭
和
四
九
年
刊
。
伊
藤
博

士
は
、
『案
内
記
』
の
序
や
跋
か
ら
、
霊
沢
が
宝
暦
十
二
年

(
一
七
六
二
)

四
月
に
遺
跡
巡
拝
に
旅
立
ち
、
途
中
伊
勢
神
宮
に
聖
跡
巡
拝
講
社
の
結
成

を
祈
願
し
、
同
年
十
二
月
以
降
に
巡
拝
の
同
志
を
募

っ
て
、
翌
宝
暦
十
三

年
四
月
八
日
講
衆
を
連
れ
て
聖
跡
を
巡
拝
し
た
と
い
う
。

2

拙
稿

「大
坂
の
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
―
そ
の
成
立
と
展
開
―
」
(『中

外
日
報
』
平
成

一
四
年

一
二
月
一
〇
日
付
)
及
び

「円
光
大
師
二
十
五
所

廻
」
(『宗
教
研
究
』
三
三
五
、
平
成

一
五
年
刊
)
参
照
。
こ
の

「廿
五
所

廻
」
は

「円
光
東
漸
大
師
廿
五
所
御
影
順
拝
」
と
も
呼
ぼ
れ
、
主
と
し
て
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寺
町

の
浄
土
宗
寺
院

を
巡

る
も

の
で
、
法
然

の
御
影
を
札
所
本
尊

と
す
る

〈本
尊

巡
礼
〉

で
あ

る
。

霊
沢

や
大
坂
講

が
巡
拝

し
た

「遺
跡

二
十
五
箇

所
」

は

〈聖
跡
巡
礼
〉

で
あ
り
、
巡
礼

の
性

格
は
違
う

が
、
札
所
数

は
同

じ

で
あ
る
。

3

霊
沢

は

『案
内

記
』

や
⑩
香
久

山
法
然
寺

・
2
1勝

林
院

の

「詠
歌
額
」

に
お
い
て
、
自

ら
を

「到

彼
岸
」

と
号

し
て

い
る
。
そ

し
て
、
『
開
板
御

願
書

控
』
第
十

五
冊

に
よ

る
と
、
『
案
内

記
』

は
、

泉
州

堺

の

「岸
誉
」

を
作
者
と
し

て

「浄
土
元
祖
恵

成
大
師
御
遺

跡
巡
拝
案
内
記
」

の
開
板

願

を
出
し

(『大

坂
本
屋
仲
間
記
録

』
第

一
七
巻
五
六
頁
)
、
改
題
許
可

を
得

た
後
に
上
梓

さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
霊
沢

の
誉
号

は

「岸
誉
」

と

推

察

で
き
る
。

ま
た
、

『案

内
記
』

の
西
光
寺
法
誉

の

「聖
磧

巡
拝
行

程

記

跋
」

の
中

に
は
、

「洛
陽

放
光
山
前

主
霊
沢
上

人
」

と
あ
り
、
霊

沢
が

放

光
山

(如
来
寺

)

の
前
住
職

で
あ
る

こ
と
が
分
か

る
。
霊
沢

は

『案

内

記

』
序

で
、
如
来
寺

前
住

職

で
あ

っ
た
廓
誉

の
弟

子

で
あ
る
と
記

す
が
、

藤
堂
恭
俊
博
士

に
よ
れ
ぼ
、
如
来
寺

の
過
去
帳
に
は
歴
代

の
廓
誉

の
戒

名

や

そ
の
弟
子

の
戒
名

を
記
す

が
、
霊

沢

の
名

は
無

か

っ
た
と
報

告
し

て
い

る

(
「法

然
上
人

二
十

五
箇

所
巡
拝

に
関
し

て
」

『東

山
学
園
研

究
紀
要

』

第

一
八
集
七
頁
、

昭
和

四
八
年
刊
)
。

と

こ
ろ
が
、
知
恩
院

日
鑑

の
享

保

十
七
年

(
一
七

三
二
)
三
月

二
十

五
日

の
条

に
は
、
廓
誉

の
弟

子

の

「岸

誉
順
也
」

が
、
廓
誉

入
寂
後

の
如
来
寺

の
後
住
に
就
任

し
て
い
る
記
述
が

見
ら
れ

る

(
『知
恩
院

史
料
集
』

一
三
巻

三

二
七
～
八
頁
)
。

こ

の

「岸
誉

順
也
」
が
霊
沢

と
同

一
人
物

で
あ
る
可

能
性
は
高

い
が
、
な

お
検

討

の
余

地
が
あ
る
。

4

『
藤

堂

恭
俊
博

士

古
稀

記

念

浄
土

宗
典

籍
研

究

研
究

篇
』

八

八

四
～

八
九
五
頁
、

昭
和
六

三
年
刊

。
そ

こ
で

は
、
①
詠

歌
額

を
掛

け

た

こ
と
、

②

丁
石

を
立

て
た

こ
と
、
③
遺

跡
再

興
に
捨
財
寄

付
し

た

こ
と

を
挙
げ
、

と
く
に
大
坂
講

の
如
来
院

で
の
活
動
を
紹
介

す
る
。

法
然
上
人

二
十
五
霊
場

と
大
坂
講

(山

本
)

5

『
大
坂
本

屋
仲
間

記
録
』

第

一
七

巻

一
九
、

二
四
、

三
六
、
五

五
、
七

三
、
七
四
頁

。

6

『
同
』
第

一
二
巻

二
六
九
頁
。

7

『
同
』
第

一
三
巻
四
九
三
頁
。

8

『
同
』
第

一
一
巻
三
三

一
頁
。

9

註
4

の
八
八
六
頁
。

10

註
4

の
八
八
六
頁
。
梅

溪
博
士

は
、
講
中

の
亀
屋
浄
生

は
新

靱
町

の
両

替
商

・
干
鰯
塩
魚
売
捌
兼

帯
商
人

の
亀
屋
伊
兵
衛

で
、
助
松
屋
道

喜
は
助

松
屋
忠
兵
衛

・
同
平
蔵

・
同
新

四
郎

・
同

三
郎
太
郎

・
同
利
兵

衛
な
ど

の

両
替
惣
仲
間

の

一
軒
か
、
ま
た

は
そ
の
縁
戚
と
す

る
。

H

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第

一
七
巻

三
六
頁
。

12

『
大
阪
商
業
史

料
集
成

』
第
五
輯

二
三
〇
頁
。

13

「至
享
文
記
」
『
大
阪
市
史
史
料
第

二
四
輯
』
七
八
、
八

一
頁
。

14

註
2

の
拙
稿
参
照
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

法
然
、

二
十

五
霊
場
、
霊

沢
、
大

坂
講
、
札

所
標
石
、
道

標
、
詠
歌
額

(佛
教
大
学
職
員
)

二
五

一
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(204) Abstracts

144. Dogen's Concept of the Word "Buddha Nature" in the Bussho Fascicle 

of the Shobogenzo 

Kiyozumi ISHII 

In this paper, I would like to confirm how Dogen defines the word Buss-

ho, or Buddha Nature, in the Bussho fascicle of the Shobogenzo. I conclude 

that the word Bussho has a meaning similar to the word Daigo, or the Great 

Attainment, in the Daigo fascicle of the Shobogenzo. It indicates the attri-

bute of the whole world as Buddha, and its individual emergence as any phe-

nomena could be called Shujo, or Sentient Being. Though this definition 

might be unique in Buddhist thought, it is a specific aspect of Dogen 

thought. 

145. On the Economic Ethics of Suzuki Shosan 

Akira KASAI 

The purpose of this paper is to consider the economic ethics of Suzuki 

Shosan. Economic ethics means vocational ethics, and Suzuki explained vo-

cational ethics in his main published work Banmin Tokuyo. His vocational 

ethics was based on the principle that worldly things are Buddhism. He 

looked on one's vocation as the other self of the Buddha. Every vocation as 

training improves one and relieves his mind. There is a Japanese vocational 

ethics. It continues living in the Japanese mind. 

146. The Twenty-five Historical Holy Places of St.Honen's Activities and the 

Osaka-ko 

Hiroko YAMAMOTO 

In research up to now, it was thought that the twenty-five historical holy 

places of St. Honen's activities were established and pilgrimage developed 
only by the effort of the priest Reitaku. However, in Reitaku's own "Guide 

book to twenty-five historical holy places related to the great master Enko"
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it is recorded that concerning the choice of the pilgrimage temples and the 

way of numbering the temples he inevitably followed the suggestion of Osa-
ka-ko. Osaka-ko was a group of pilgrims and their leader was a merchant 

from Osaka. Osaka-ko donated pictures of St. Honen and pilgrim songs to 
the temple, published books of pilgrim songs and erected many memorial 

stones and signposts. In this way, Osaka-ko contributed to the establishment 

of the twenty-five historical holy places of St. Honen's activities and to the 
development of this pilgrimage. 

147. Consciousness of the Sect Name in Nichiren Buddhism: A dispute in 

Okayama. 

Sensho SAKAWA 

In the eighth year of Kansei (1896) occurred an incident between the 

Okayama clan and Nichiren sect temples concerning the name of the sect. 
The Okayama clan tried to forbid the use of the name Hokeshu as the sect's 

official name. However, in the face of the objection of Nichiren sect, they 

gave up their efforts. The Nichiren temple of those days considered the ap-
pellation Hokeshu to be extremely important. 

148. Kiyozawa Manshi's Genzai-anju (Peaceful Settlement in the Present 
Time): Consideration of its aspect of time 

Yusetsu NISHIMOTO 

The purpose of this study is to clarify the aspect of time in Kiyozawa 

Manshi's Genzai-anju. In the early part of my study, I refer to the criticism 
of Soga Ryojin against Kiyozawa's Seishin-shugi (Spiritual Activism). The 

main point of the criticism by Soga, in short, is the lack of the practice of 

compassion and the norm of conduct for the future in Kiyozawa's Genzai-
anju. 

In the second part of this paper, I consider "Seishinshugi-to-sanze" as Ki-

yozawa's reply to the criticism of Soga. Kiyozawa responds to this criticism,
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